
楷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨݄̓߸

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
花
林
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

3



充
実
し
た
太
線

鋭
い
細
線

旁
の
上
下
を
空
け
る

方
向
と
長
୹
に
留
意

間
ִ
は
ほ
ぼ
均
等

൓
り
気
味
に

小
さ
く
重
厚
に

˚
֯
度
を
し
っ
か
り
つ
け
る

˚

˚

˚

※

※
※
折
れ
は
筆
を
立
て
て
鋭
く

偏
は
ॎ
長
に

長
く

๏ંࡾ
ᶃ ᶄ

ᶅ

ͷӶ͍͸Ͷܗ֯ࡾ

長
く

長
く

ڼ

平

෬

〔
᫣
〕

〔
㖗
〕

〔
࢜
〕

〔
૬
〕

〔
਼
〕

〔
動
〕

偏
は
口
の
大
き
さ
に
配
慮
し
、
上
下
に
広
い
余
白
を
と
る
。
旁
の
横

画
は
鋭
利
で
シ
Ỿ
ー
プ
な
線
で
、
ඍ
ົ
な
方
向
の
違
い
を
見
ಀ
さ
な

い
。
最
終
画
は
充
実
し
た
太
線
に
な
る
。

３
つ
の
部
分
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
る
。
骨
法
˚
印
の
入
筆
は
֯

度
を
し
っ
か
り
つ
け
、
※
印
の
折
れ
は
筆
を
立
て
て
鋭
く
。

前
字
と
の
字
間
に
注
意
し
、
ど
っ
し
り
と
し
た
太
線
で
小
さ
く
書
く
。

横
画
の
長
୹
と
方
向
に
留
意
。

偏
は
ス
Ϛ
ー
ト
な
ॎ
長
に
な
り
、
余
白
を
ほ
ぼ
均
等
に
す
る
。
目
の

横
の
間
ִ
と
઀
筆
に
気
を
配
り
、
上
下
は
し
っ
か
り
空
け
る
。

　

の
横
画
の
長
さ
に
変
化
を
つ
け
、
長
い
右
は
ら
い
は
三
折
法
で
、

終
筆
は
ۓ
張
感
の
あ
る
は
ら
い
で
の
び
や
か
に
。
ଟ
は
方
向
と
長
୹

に
留
意
し
、
大
き
く
し
す
ぎ
な
い
。

　

は
横
画
の
長
さ
に
気
を
配
り
、
間
ִ
は
ほ
ぼ
均
等
に
、
右
ଆ
を
一

線
に
揃
え
る
。
ྗ
の
上
部
を
広
く
空
け
、
１
画
目
の
折
れ
て
か
ら
は

൓
り
気
味
に
、
終
筆
は
鋭
く
は
ね
る
。

ᑵ
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

ᑵ
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

Ԥ
陽
ᨑ
　
九
成
宮
ᬱ
泉
໏

き
ゅ
う
せ
い
き
ゅ
う
れ
い
せ
ん
め
い

お
う
よ
う
じ
ゅ
ん

〔
辟
卿
士
相
趨
動
〕（
百ひ

ゃ
く

）辟へ
き

卿け
い

士し

、
相あ

い
趨お

も
む

き
て（
色
を
）動
か
す
。

原　

帖
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書臨書課題（漢字半紙部）ߦ 對 馬 聖 峰 臨݄̓߸

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
花
林
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

5



重
心
を

右
に
移
動
さ
せ
る

明
る
く
軽
快
に

向
勢
に

広
く

左
へ
の
動
き
を
出
す

˚

˚

˚

˚

˚˚
印
は
࿐
鋒
で

徐
々
に
重
く

や
や
右
へ
ず
ら
す

弱
く
な
ら
な
い

よ
う
に

思
い
切
っ
て
長
く

偏
は
筆
圧
を
か
け
る

த৺

ͬ͘͡Γ͸ͶΔ

〔
٬
〕

〔
ᐌ
〕

〔
月
〕

〔
明
〕

〔
੕
〕

〔
稀
〕

概
形
は
逆
台
形
に
な
り
、
中
心
に
気
を
つ
け
て
重
め
の
線
で
書
き
出

す
。
֤
は
小
さ
め
に
、
重
心
を
右
に
移
動
さ
せ
る
。

「
ᐌ
く
」
な
の
で
横
広
を
意
識
し
て
小
さ
く
ま
と
め
る
。
骨
法
˚
印

の
入
筆
は
鋒
先
を
出
す
࿐
鋒
で
、
左
右
の
ॎ
の
部
分
は
向
勢
に
。

１
画
目
は
࿐
鋒
で
入
筆
し
、
徐
々
に
重
く
下
部
は
ど
っ
し
り
と
。
２

画
目
の
ॎ
の
部
分
は
下
ଆ
を
広
く
と
り
安
定
さ
せ
、
終
筆
は
鋒
先
が

ま
と
ま
っ
て
か
ら
筆
の
腹
ご
と
じ
っ
く
り
は
ね
る
。

偏
は
筆
圧
を
か
け
て
ौ
筆
で
、
下
部
に
広
い
余
白
を
と
る
。
旁
は
前

字
と
同
形
だ
が
、
中
の
部
分
を
明
る
く
軽
快
に
運
筆
す
る
。

小
さ
め
に
ま
と
め
る
。
左
へ
の
動
き
を
ۇ
か
に
出
す
が
、
右
は
や
や

抑
え
、
横
画
の
方
向
を
変
化
さ
せ
る
。

偏
は
重
厚
に
、
２
画
目
は
思
い
切
っ
て
長
く
強
調
す
る
。
旁
は
ॎ
長

に
、
෍
を
や
や
右
へ
ず
ら
し
て
最
終
画
終
筆
は
弱
く
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。

ろ
ほ
う

行
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

行
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

ો
᫇
　
前
੺
น
ො

そ
し
ょ
く

ͥ
ん
せ
き
へ
き

ふ

原　

帖

〔
客
曰
月
明
星
稀
〕
客か

く

曰い
わ

く
、
月つ

き

明あ
き

ら
か
に
星ほ

し

稀ま
れ

に
、

6



૲書臨書課題（漢字半紙部） த Ҫ ྮ ڿ 臨݄̓߸

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
四
海
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

7



旁
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

の
び
や
か
に

余
白
の
大
小

ඍ
ົ
な
線
の
༳
れ

ॎ
長
で
小
さ
く

下
部
で
広
が
る

転
折
で
は
方
向
を
変
え
る

左
へ
大
き
く
張
る

細
い
線
で
ゆ
っ
た
り
と

ᅫ
は
動
き
を
大
き
く

太
く

〔
ᩋ
〕

〔
ᅳ
〕

〔
༗
〕

〔
۫
〕

〔
ಃ
〕

〔
౜
〕

偏
は
の
び
や
か
に
、
懐
を
広
く
と
る
。
旁
は
ॎ
長
な
造
形
に
な
り
、

ॎ
と
横
の
部
分
の
方
向
を
変
化
さ
せ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
運
筆
す
る
。

国
構
え
は
筆
圧
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
動
き
を
大
き
く
、
ඍ
ົ
な
線
の

༳
れ
を
見
ಀ
さ
な
い
。
内
部
は
白
が
௵
れ
な
い
よ
う
に
気
を
配
る
。

位
置
に
注
意
し
、
ॎ
長
で
小
さ
く
ま
と
め
る
。
不
安
定
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
方
向
・
余
白
等
留
意
す
る
。

上
部
長
い
横
の
部
分
は
左
へ
大
き
く
張
り
出
し
、
右
上
が
り
を
強
く
。

余
白
の
広
狭
に
留
意
し
、
細
い
線
が
弱
く
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す

る
。

偏
は
小
さ
く
上
下
を
あ
け
て
、
偏
と
旁
の
間
を
広
く
と
る
。
偏
は
太

め
に
、
旁
は
ओ
に
細
い
線
で
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
す
る
。

下
部
で
広
が
る
形
に
な
る
。
転
折
部
分
で
は
し
っ
か
り
と
方
向
を
変

え
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
る
。

草
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

草
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

ջ
ૉ
　
草
書
千
字
文

か
い

そ

せ
ん

じ

も
ん

そ
う
し
ょ

〔
讓
國
有
虞
陶
唐
〕（
位
を
推お

し
）国
を
譲ゆ

ず

る
は
、
有ゆ

う

虞ぐ

と
陶と

う

唐と
う

な
り
。

原　

帖
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ྴ書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨݄̓߸

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
四
海
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

9
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ܰ͘͸Ͷ্͛Δ

ܰշͳઢͰ૘΍͔ʹ

徐
々
に
筆
圧
を
か
け
る

中
鋒
で
೑
厚
に

筆
圧
を
か
け
て
太
く

横
画
を
狭
く

鋒
先
だ
け
で

は
ら
う

軽
く

ԡ
し
込
む

太
く

ԡ
し
込
む

˚
˚

˚

˚
印
終
筆
は
軽
く
ൈ
く
感
じ
で

〔
城
〕

〔
西
〕

〔
部
〕

〔
都
〕

〔
җ
〕

〔
北
〕

偏
は
幅
を
狭
く
左
上
部
に
、
旁
は
筆
順
に
注
意
し
て
（
骨
法
参
照
）

幅
広
に
。
旁
の
４
画
目
以
外
は
細
਎
の
線
で
す
っ
き
り
と
、
４
画
目

は
ओ
画
な
の
で
徐
々
に
筆
圧
を
か
け
て
の
び
や
か
に
。

１
画
目
は
直
線
を
意
識
し
、
２
画
目
以
降
は
曲
線
ओ
体
に
な
る
。
１

画
目
は
逆
筆
で
入
筆
し
、
当
た
っ
た
൓
動
で
右
上
に
持
ち
上
げ
て
長

く
、
下
部
の
余
白
の
と
り
方
に
留
意
。

　

は
横
画
を
狭
く
し
て
ፏ
平
に
、
下
部
に
広
い
余
白
を
と
る
。
旁
は

筆
圧
を
か
け
て
重
厚
に
。

者
の
上
部
横
画
の
終
筆
（
骨
法
˚
印
）
は
筆
を
軽
く
ൈ
く
感
じ
に
し
、

日
の
位
置
に
気
を
配
る
。
旁
の
最
終
画
終
筆
は
中
鋒
で
೑
厚
に
、
偏

の
下
部
と
旁
の
上
部
を
あ
け
る
。

偏
は
下
部
で
広
が
り
余
白
の
と
り
方
に
注
意
し
、
左
の
ࣼ
め
の
部
分

は
太
く
ԡ
し
込
む
。
旁
の
最
終
画
は
中
心
部
に
ଧ
つ
。

全
体
に
軽
快
な
線
で
爽
や
か
に
、
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
安

定
さ
せ
る
。
最
終
画
終
筆
は
軽
い
タ
ッ
チ
で
鋒
先
だ
け
で
は
ら
う
。

ྴ
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

ྴ
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

૤
શ
ൾ

そ
う

ͥ
ん

ひ

〔
城
西
部
都
尉
北
〕（
金
）城
西
部
都
尉
・
北（
地
大
守
た
り
。）

原　

帖
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த 字 課 題（漢字半紙部） ࡾ Ӝ ๕ ఑ 書݄̓߸

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
天
開
）・
使
用
紙（
中
字
用
半
紙
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

楷
・
行
・
草
の
三
体
字
典
か
ら
と
っ
て
い
ま
す
。

◎
��
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

11



ௐ࿨ମ（漢字͔ͳަ͡Γจ）課題 ࡾ Ӝ ܠ ल書݄̓߸

※出品段級位（調和体部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
か
ら
ま
つ
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
推
奨
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
��
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

（
◎
印
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
建˕

築
中
で
し
た
私
ど
も
の
住
ま
い
が
完
成　

い
た
し
ま
し
て
こ˕

の
ほ
ど
転
居
し
ま
し
た

　
　
　

海
沿
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
窓˕

か
ら
見
え
る　

景
色
の
良
さ
は
格
別
で
す

12



漢
字
条
幅
漢
ࢻ
課
題

漢
字
条
幅
漢
ࢻ
課
題

漢
字
条
幅
漢
ࢻ
課
題
Ａ
漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
৽
級
Ỗ
正
師
範
）

細

横
広
に

渇
筆
を
利
か
せ
る

太
細
を
つ
け
る

の
び
や
か
に

方
向
を
変
え
る

右
د
り
に

う
ち
こ
み
強
く

中
に
入
り
込
ま
せ
る

細
太

ॎ
長
に

動
き
を
大
き
く

「
ڕ
」偏
の
変
化

太

◎

◎

◎

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で

漢
字
条
幅
部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記

入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰書

半ɹ੾（໿���ʷ໿��ηϯν）
半੾ݕఆ課題ੇݪେखຊ
500円Ͱൢച͓ͯ͠Γ·͢ɻ

推
奨
筆（
白
神
）・
推
奨
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
華か

心し
ん

箋せ
ん

）・
推
奨
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）　

時
は
骨
法
を
見
て
筆
の
動
き
を
確
認
し
て
書
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
『
こ
の
Ａ
課
題
を
休
ま
な
い
で
毎
月
出
品
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
だ
け
ど
中
々
昇
級
し
な
い
、
Ａ
評
価
が
得
ら
れ
な
い
と
悩
ん
で
い
る
書
友
は

い
ま
せ
ん
か
？　

そ
う
い
う
方
は
ま
ず
、
紙
面
に
対
し
て
文
字
の
大
き
さ
が
適
切
か

考
え
て
下
さ
い
。壁
面
に
下
げ
て
離
れ
た
所
か
ら
観
て
み
ま
し
ょ
う
。「
第
三
者
の
眼
」

で
自
分
の
作
品
を
批
評
す
る
眼
力
を
養
っ
て
下
さ
い
。』　

　
（『　

』
内
は
對
馬
聖
峰
先
生
よ
り
）

　

書
は
第
一
印
象
で
良
し
悪
し
が
わ
か
る
と
い
い
ま
す
。
ぱ
っ
と
見
た
瞬
間
の
全
体

感
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
言
葉
で
す
。
良
い
作
品
は
全
体
と
し
て

千
変
万
化
の
変
化
と
ま
と
ま
り
を
も
ち
、
し
か
も
す
っ
き
り
と
し
た
作
品
の
こ
と
を

い
う
よ
う
で
す
。
千
変
万
化
の
内
容
は
、
基
本
的
な
こ
と
か
ら
高
度
な
内
容
ま
で
奥

行
き
の
深
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
が
、
端
的
に
い
え
ば
同
じ
繰
り
返
し
を
し
な
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
字
を
同
じ
大
き
さ
に
書
か
な
い
。

行
草
体
は
楷
書
に
比
べ
て
リ
ズ
ム
感
が
違
っ
て

き
ま
す
の
で
、
自
然
と
文
字
に
大
小
が
つ
き
ま

す
。
突
然
大
き
く
し
た
り
小
さ
く
し
た
り
す
る

の
で
は
な
く
、
ご
く
自
然
な
の
が
理
想
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
然
に
大
小
が
つ
け
ば
幅
の
変
化

も
つ
く
訳
で
、
こ
れ
を
振
幅
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

変
化
に
富
ん
だ
動
き
の
場
合
、
線
が
重
な
り
動

き
が
わ
か
り
に
く
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

〔
草

˕

徑
迷
深
綠　

池
蓮
浴

˕

膩
紅　

早
蟬
鳴
樹
曲

˕

　

鮮
鯉
躍
潭
東
〕
宇
文
虚
中　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
草そ

う

径け
い

深し
ん

緑り
ょ
く

に
迷ま

よ

い
、
池ち

蓮れ
ん

膩じ

紅こ
う

を
浴よ

く

す
。
早そ

う

蟬せ
ん

は
樹じ

ゅ

曲き
ょ
く

に
鳴な

き
、
鮮せ

ん

鯉り

は
潭た

ん

東と
う

に
躍お

ど

る
。

意
味
︱
草
の
径こ

み
ち

は
深
い
緑
に
か
く
れ
、
池
の
蓮
は
つ
や
や
か
な
紅
を
浴
び
た
よ
う
。
早
い
蟬
は
曲
っ
た
木
に
鳴
き
、
元
気
な
鯉
は
潭ふ

ち

の
東
に
跳
ね
る
。

13



漢
字
条
幅
ྟ
書
課
題

漢
字
条
幅
ྟ
書
課
題

漢
字
条
幅
ྟ
書
課
題
Ｂ
漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
৽
級
Ỗ
正
師
範
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で

漢
字
条
幅
部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記

入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰 臨

半ɹ੾（໿���ʷ໿��ηϯν）
半੾ݕఆ課題ੇݪେखຊ
500円Ͱൢച͓ͯ͠Γ·͢ɻ

〔
終

˕

之
始
難　

故
曰　

滿
而
不

˕

溢　

所
以
長
守

˕

富
也　

高
而
〕（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）　

読
み
︱
之
を
終
う
る
こ
と
始
め
て
難か

た

し
。
故
に
曰い

わ

く
、
満み

ち
て
溢あ

ふ

れ
ざ
る
は
、
長
く
富
を
守
る
所ゆ

え
ん以
な
り
。
高
く
し
て
…
…
。

意
味
︱
終
始
一
貫
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
「
孝
経
」
に
は
、「
満
ち
て
も
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に

　
　
　

す
る
こ
と
が
、
長
く
富
を
守
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
、
高た

か
み処
に
の
ぼ
っ
て
も
…
…
。

推
奨
筆（
神
技
北
斗
）・
推
奨
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
梅ば

い

花か

箋せ
ん

）・
推
奨
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

揮毫動画を
配信しています

◆
顔が

ん

真し
ん

卿け
い

（
争そ

う

坐ざ

位い

文ぶ
ん

稿こ
う

）

　

Ａ
の
○
は
余
白
の
印
。
偏
と
旁
の
間
の
余
白
や
、
一
字
の
中
の

余
白
を
表
す
。
余
白
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゆ
と
り
や
開

放
感
が
創
出
さ
れ
る
。「
黒
」
の
線
に
よ

り
生
き
た
「
白
」
が
生
ず
る
。

　

Ｂ
の

は
上
下
を
揃
え
な
い
こ
と
や
、

文
字
本
来
の
形
か
ら
表
れ
る
余
白
。
ウ

冠
の
守
・
富
の

が
そ
れ
。
Ｃ
の
矢
印

は
概
形
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

Ｂ
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伊
藤　

照
峰
…
切
れ
味
の
鋭
い
線
が
良
い
。
山
場
の
盛
り
上
げ
不
足
と
脱
字（
處
）に
注
意
。

中
井　

厳
翔
…
ス
ム
ー
ズ
な
行
の
流
れ
で
落
ち
着
い
て
い
る
。
２
行
目
も
う
少
し
潤
渇
が
ほ
し
い
。

阿
部　

悟
雲
…
過
度
な
誇
張
も
な
く
、
見
て
い
て
大
変
安
心
感
の
あ
る
秀
作
。

　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
左
下
に
台
帳
番
号
・
段
位
・
姓
号
を
記
入
。
例
月
作
品
と
は
別
送
し
「
創
作
コ
ー
ナ

ー
」
係
ま
で
。
作
品
返
送
希
望
者
は
、
返
送
用
封
筒
に
住
所ŋ

氏
名
を
書
き
、
切
手
を
貼
っ
て
同
封
下
さ
い
。

読
み
－
燕つ

ば
め

は
低ひ

く

く
地ち

を
去さ

る
こ
と
尺せ

き

に
盈み

た
ず
、
鵲

か
さ
さ
ぎ

は
喜よ

ろ
こ

び
檐の

き

に
傍そ

い
時と

き

に
数す

う

声せ
い

。

意
味
－
燕
は
地
面
よ
り
一
尺
も
離
れ
ず
低
く
飛
び
、
鵲
は
喜
び
を
も
た
ら
す
の
か
檐の

き

に
そ
っ
て
時
に

　
　
　

二
声
三
声
鳴
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陸り

く

游ゆ
う

）

燕
低
去
地
不
盈
尺　

鵲
喜
傍
檐
時
數
聲

７
月
号　

漢
字
条
幅
創
作
課
題

出
品
資
格
「
漢
字
部
門
初
段
以
上
」

作
品
締
切
日
…
７
月
25
日
必
着

４月号　創作優秀作品

私の創作作品

※
成
績
順
に
掲
載
し
ま
す
。（
⃝
印
は
写
真
版
）

阿
部　

悟
雲

中
井　

厳
翔

伊
藤　

照
峰

小
林　

玲
霞

小
山
内
覚
仙

落
合
堂
陽
萌

志
垣　

陽
凜

柳
谷　

玄
海

髙
橋　

渓
峻

三
浦　

桜
風

橋
本　

隆
峰

三
浦　

麗
煌

藤
田　

菖
湖

髙
橋　

宏
三

中
川　

麗
佳

齊
藤　

城
月

中
村　

紫
鳳

佐
藤　

柚
彩

○○○

　

今
月
は
、
割
合
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
が
多
か
っ
た
で
す
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
成
績
下
位
の
方

た
ち
は
、
な
か
な
か
作
品
づ
く
り
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
形
を
あ
れ
こ
れ
考

え
る
前
に
、ま
ず
は
全
体
構
成
を
つ
か
む
こ
と
を
第
一
義
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。　
（
對
馬　

聖
峰
評
）

創
作
出
品
規
定

４
月
号
創
作
出
品
者

４
月
号
創
作
概
評

４
月
号
漢
字
条
幅
創
作
課
題

物
外
山
川
近　

晴
初
景
靄
新　

芳
郊
花
柳
遍　

何
處
不
宜
春

菅　野　華　翠

　

最
近
傅
山
を
集
字
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
し
っ

く
り
来
る
の
は
王
鐸
で
す
。
臨

書
を
し
っ
か
り
し
て
の
作
品
作

り
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
中
途

半
端
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

古
典
を
咀そ

嚼し
ゃ
く

す
る
時
間
を
も
っ

と
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

創
作
コ
ー
φ
ー

創
作
コ
ー
φ
ー

創
作
コ
ー
φ
ー
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３月号　 優 秀 作 品

　

松
尾
芭
蕉
（
１
６
４
４

〜
１
６
９
４
）
が
「
お
く

の
細
道
」（
１
６
８
９
〜
１

６
９
１
の
��
月
末
）
の
旅

で
の
句
。
光
堂
は
平
泉
中

尊
寺
の
金
色
堂
の
こ
と
。

句
の
意
は
、
こ
の
寺
の
建

て
ら
れ
て
以
来
、
５
０
０

年
に
わ
た
っ
て
年
々
降
り

続
け
て
き
た
五さ

み
だ
れ

月
雨
も
、

こ
こ
だ
け
は
降
り
残
し
た

で
あ
ろ
う
か
、
今
、
五
月

雨
煙
る
空
の
も
と
で
、
光

堂
は
燦
然
と
輝
き
、
か
つ

て
の
栄
光
を
し
の
ば
せ
て

い
る
こ
と
だ
。と
あ
り
ま
す
。

　

芭
蕉
の
東
北
で
の
旅
程

は
、
福
島
の
白
河
の
関
→

飯
坂
→
宮
城
の
多
賀
城
→

松
島
→
岩
手
の
平
泉
→
山

形
の
尾
花
沢
→
立
石
寺
→

新
庄
→
出
羽
三
山
→
鶴
岡

→
酒
田
→
秋
田
の
象
潟
。

大
ま
か
に
は
こ
の
地
を
歩

き
、
各
所
の
地
名
の
入
っ

た
句
を
多
数
残
し
て
い
ま

す
。

１
．
締　
　

切　

令
和
８
年
８
月
10
日（
７
月
号
例
月
作
品
に
同
送
可
。
そ
の
場
合
、

別
封
筒
に
入
れ
て「
書
作
品
を
書
こ
う
」と
書
い
て
同
送
の
こ
と
。）

２
．
発　
　

表　

令
和
８
年
��
月
号

３
．
規
定
用
紙　

半
紙
（
24
×
33
㎝
）
　

調
和
体
（
１
人
１
点
ヨ
コ
）

４
．
優
秀
作
品
２
点
を
紙
上
に
て
発
表（
批
評
コ
メ
ン
ト
つ
き
）そ
の
他
は
姓
号
の
み

発
表

５
．
段
級
位
に
関
係
な
く
誰
で
も
出
品
可

６
．
返
送
不
可

※
出
品
は
掲
載
し
て
い
る
同
作
品
ま
た
は
、
当
月
規
定
用
紙
で
あ
れ
ば
自
由
作
品
も

可
。
た
だ
し
、
参
考
作
品
が
漢
字
の
時
は
漢
字
作
品
を
、
調
和
体
の
時
は
調
和
体

作
品
を
出
品
し
て
下
さ
い
。

出 品 規 定

柳　

谷　

玄　

海

阿　

部　

晶　

逕

村　

田　

秋　

晴

髙　

橋　

宏　

三

髙　

橋　

虹　

風

伊　

藤　

照　

峰

橋　

本　

隆　

峰

佐　

藤　

柚　

彩

出品者
（順不同）

半
紙（
24
×
33
㎝
）

関　

口　

暁　

水
（
半
切
½
）

小　

池　

彩　

霞
（
半
切
½
）

◎
書
線
が
生
き
て
い
る
。

と
に
か
く
大
胆
さ
が

た
ま
ら
な
い
。
魅
力

あ
ふ
れ
る
優
秀
作
。

◎
粘
っ
こ
い
羊
毛
筆
の

線
が
用
紙
に
沈
潜
し
、

ど
っ
し
り
と
し
た
作

品
。
落
款
の
位
置
も

よ
い
。

※
作
品
左
下
に
姓
号
を
鉛
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。
タ
テ
・
ヨ
コ
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
。

書
作
品
を
書
こ
う

書
作
品
を
書
こ
う

書
作
品
を
書
こ
う

五さ
み
だ
れ

月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
尾
芭
蕉
）
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ϖϯ楷書課題（ϖϯ部）݄̓߸

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
ࣥ
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
ѻ
っ
て
お
り
ま
す
定
価
６
６
０
円

（
万
年
筆
プ
レ
ϐ
ー
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

ɹ部ɹ໊ࢧ
ֶɹɹɹ೥

ஈɹڃɹҐ

ɹɹɹ໊ࢯ

ࡾ Ӝ ܠ ल 書ϖϯߦ 書 課 題（ϖϯ部）７݄߸

※
課
題
ࣥ
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
ѻ
っ
て
お
り
ま
す
定
価
６
６
０
円

（
万
年
筆
プ
レ
ϐ
ー
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

ɹ部ɹ໊ࢧ
ֶɹɹɹ೥

ஈɹڃɹҐ

ɹɹɹ໊ࢯ

ࡾ Ӝ ܠ ल 書
※
サ
Ϛ
η
ッ
ト
・
Ϟ
ー
ム（
１
８
７
４
〜
１
９
６
５
）…
Π
Ϊ
リ
ス
の
小
説
Ո
・
ܶ
作
Ո
。
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ϖϯߦ書課 題（ϖϯ部）７݄߸

※
課
題
ࣥ
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
ѻ
っ
て
お
り
ま
す
定
価
６
６
０
円

（
万
年
筆
プ
レ
ϐ
ー
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

ɹ部ɹ໊ࢧ
ֶɹɹɹ೥

ஈɹڃɹҐ

ɹɹɹ໊ࢯ

ࡾ Ӝ ܠ ल 書
※
サ
Ϛ
η
ッ
ト
・
Ϟ
ー
ム（
１
８
７
４
〜
１
９
６
５
）…
Π
Ϊ
リ
ス
の
小
説
Ո
・
ܶ
作
Ո
。
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ࢧ 部 ໊

ஈ ڃ Ґ

ɹɹ໊ࢯ

※
課
題
ࣥ
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
ѻ
っ
て
お
り
ま
す
定
価
６
６
０
円

ϖϯख紙課 題（ϖϯ部）݄̓߸

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

（
万
年
筆
プ
レ
ϐ
ー
・
硬
筆
用
紙
８
行
使
用
）

建
築
中
で
し
た
私
ど
も
の
住
ま
い
が
完
成　

い
た
し
ま
し
て
こ
の
ほ
ど
転
居
し
ま
し
た

海
沿
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
窓
か
ら
見
え
る　

景
色
の
良
さ
は
格
別
で
す

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

ࡾ Ӝ ܠ ल 書ϖ
ン
部
課
題
ղ
આ

ϖ
ン
部
課
題
ղ
આ

ᑵ
書
課
題

行
書
課
題

手
紙
課
題

த৺

த৺

த৺

中

大

小

長
く

૊
み
方
に
注
意

余
白
の
広
狭

長
く

ॎ
長
に

柔
ら
か
く

横
方
向
の
変
化

偏
と
旁
の
間
を
広
く

中
心
よ
り
右
に

長
く

な
め
ら
か
に
続
け
る

字
間
に
注
意

続
け
る
気
持
ち
で

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

左
ଆ
を
長
く

ॎ
長

ԣ޿

右
د
り
に

行
に
振
幅
を
つ
け
る

文
字
に
大
小
等
の
変
化
を
つ
け
る

同
一
文
字
の
変
化

次
第
に
広
が
る

続
け
る
気
持
ち
で

左
下
に
長
く

の
び
や
か
に

Ϝ
の
位
置
に
注
意

方
向
に
注
意

等
間
ִ
に

旁
は
下
部
で
広
が
る

方
向
と
長
さ
に
留
意

ڼ

෬
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ϖ
ン
部
課
題
ղ
આ

ϖ
ン
部
課
題
ղ
આ

ᑵ
書
課
題

行
書
課
題

手
紙
課
題

த৺

த৺

த৺

中

大

小

長
く

૊
み
方
に
注
意

余
白
の
広
狭

長
く

ॎ
長
に

柔
ら
か
く

横
方
向
の
変
化

偏
と
旁
の
間
を
広
く

中
心
よ
り
右
に

長
く

な
め
ら
か
に
続
け
る

字
間
に
注
意

続
け
る
気
持
ち
で

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

左
ଆ
を
長
く

ॎ
長

ԣ޿

右
د
り
に

行
に
振
幅
を
つ
け
る

文
字
に
大
小
等
の
変
化
を
つ
け
る

同
一
文
字
の
変
化

次
第
に
広
が
る

続
け
る
気
持
ち
で

左
下
に
長
く

の
び
や
か
に

Ϝ
の
位
置
に
注
意

方
向
に
注
意

等
間
ִ
に

旁
は
下
部
で
広
が
る

方
向
と
長
さ
に
留
意

ڼ

෬
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